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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

吸気口と呼気口と鼻孔挿入管を備えた円筒形の鼻孔ヘッダがマスクで被覆されており、前

記鼻孔ヘッダで前記マスクと顔面の間に空間が形成されており、前記吸気口は呼気用逆止

弁の通気抵抗よりも大きな通気抵抗を有する通気抵抗体を備えており、前記通気抵抗体は

マスク素材からなり、前記吸気口に差し込み式もしくはキャップ式にしてバンドで取付け

られており、前記呼気口は呼気管が取付けられ、該呼気管は前記マスクに設けられた開口

部に連通して、前記呼気管にはリング固定具が取付けられ、該リング固定具と前記鼻孔ヘ

ッダで前記マスクが鋏まれて固定されており、前記呼気管は前記呼気用逆止弁を備えてい

ることを特徴とする鼻孔マスク。

【請求項２】

前記鼻孔ヘッダは、円筒形であり、前記吸気口と前記呼気口と前記鼻孔挿入管を備え、前

記吸気口は呼気用逆止弁よりも通気抵抗の大きな通気抵抗体を備えており、前記通気抵抗

体はマスク素材からなり、前記吸気口に差し込み式もしくはキャップ式にしてバンドで取

付けられており、前記呼気口は呼気管を備えており、該呼気管には前記呼気用逆止弁が取

付けられていることを特徴とする請求項１記載の鼻孔マスクに用いられる鼻孔ヘッダ。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、防臭機能や、花粉、粉塵、ウイルス、細菌などの人体への浸入を防止する濾
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過 機 能 や 殺 菌 機 能 の あ る 鼻 孔 マ ス ク に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

マ ス ク は 花 粉 、 煤 塵 、 ウ イ ル ス 、 細 菌 、 微 粒 子 、 臭 気 な ど の 体 内 へ の 侵 入 防 止 に 使 用 さ れ

て い る 。 従 来 の マ ス ク は 、 排 出 し た 呼 気 が マ ス ク 内 に 一 時 的 に 滞 留 し 、 呼 気 の 水 分 で 湿 り

が 生 じ 、 通 気 性 が 低 下 し た り 、 臭 い が 籠 も っ た り し て 不 快 感 が あ っ た 。 呼 気 を 排 出 し や す

く す る た め 逆 止 弁 を 設 け た マ ス ク も あ る が 、 臭 い や 湿 気 は 完 全 に 除 去 で き な い の で 通 気 性

が 悪 く 息 苦 し か っ た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

実 開 昭 ６ ３ － １ ３ ０ ０ ６ ３ 号 広 報 に お い て 、 着 脱 可 能 な フ ィ ル タ と 吸 気 用 逆 止 弁 と 呼 気 用

逆 止 弁 を 設 け た 鼻 腔 マ ス ク が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 鼻 孔 挿 入 管 で そ れ ぞ

れ の 鼻 孔 を シ ー ル せ ず 、 鼻 孔 周 辺 を パ ッ ト で 覆 っ て シ ー ル し て い る た め 、 外 気 が 浸 入 し や

す い 。 又 、 フ ィ ル タ の 濾 過 能 力 が 小 さ く 、 浮 遊 物 の 除 去 が 不 十 分 で あ り 、 通 気 抵 抗 も 大 き

く 息 苦 し か っ た 。 又 、 装 着 時 の 外 見 に 違 和 感 が あ り 、 外 出 時 は 使 用 し づ ら か っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

特 開 平 ８ － ２ ９ ９ ４ ７ ８ 号 広 報 に お い て 、 箱 の 本 体 に 鼻 孔 へ の 挿 入 筒 を 設 け 、 箱 の 一 面 に

フ ィ ル タ を 設 け 、 他 の ２ 面 を 排 気 口 と し 、 逆 止 弁 を 設 け た 鼻 孔 マ ス ク が 提 案 さ れ て い る 。

こ の 方 法 に お い て は 、 フ ィ ル タ の 通 気 抵 抗 は 小 さ い が 、 濾 過 能 力 が 小 さ く 浮 遊 物 の 除 去 が

不 十 分 で あ っ た 。 又 、 フ ィ ル タ の 交 換 が で き ず 、 長 期 使 用 不 可 で あ っ た 。 又 、 装 着 時 の 外

見 に 違 和 感 が あ り 、 外 出 時 は 使 用 し づ ら か っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

特 開 平 ３ － １ ９ １ ９ ６ ６ 号 広 報 に お い て 、 鼻 カ ニ ュ ー ラ を 隠 蔽 用 マ ス ク で 被 覆 し て 、 呼 吸

用 気 体 を 供 給 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 １ ） 呼 吸 用 気 体 の 供 給 装

置 が 必 要 で あ り 携 行 性 が 悪 か っ た 。 ２ ） 吸 気 は カ ニ ュ ー ラ か ら 吸 引 さ れ 、 呼 気 は カ ニ ュ ー

ラ と 鼻 孔 の 隙 間 か ら 排 気 さ れ る た め 、 カ ニ ュ ー ラ と 鼻 孔 に は 必 ず 隙 間 が 必 要 で あ り 、 こ の

隙 間 か ら 大 気 が 浸 入 す る 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ３ ６ ８ ９ 号 広 報 に お い て 、 逆 止 弁 の 作 用 を す る 可 撓 性 フ ラ ッ プ を 設 け

た 排 気 弁 付 き マ ス ク が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 マ ス ク 内 の 呼 気 を 排 気 弁 で

排 出 し や す い が 、 １ ） マ ス ク 内 に 呼 気 が 充 満 し た 後 フ ラ ッ プ が 開 い て 排 出 さ れ る た め 、 マ

ス ク 内 が 水 蒸 気 や 熱 気 で 蒸 し 暑 く な っ て い た 、 ２ ） 吸 気 時 は マ ス ク 内 の 残 留 呼 気 を 大 量 に

吸 い 込 ん で い た 、 ３ ） 経 時 的 に マ ス ク 内 が 臭 く な り 不 快 で あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ８ １ ６ ６ １ 号 広 報 に お い て 、 使 用 者 の 外 鼻 外 周 面 に ド ー ム 状 の 隔 壁 を 備

え た マ ス ク に 、 吸 入 用 ガ ス 投 入 手 段 を 備 え た 吸 入 用 ガ ス 供 給 用 マ ス ク が 示 さ れ て い る 。 こ

の 方 法 に お い て は 、 マ ス ク 内 に 呼 吸 用 ガ ス を 送 り 込 む の で 呼 吸 は 楽 で あ る が 、 吸 入 用 ガ ス

を 供 給 す る 装 置 が 必 要 で あ り 、 簡 便 に 携 行 で き る も の で は な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ５ １ ８ ２ ３ 号 広 報 に お い て 、 携 帯 型 空 調 装 置 を 首 に 提 げ て 鼻 腔 に 空 気 を

送 る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 １ ） 通 気 管 内 の シ ー ル 性 が 悪 い の で 外

気 が 浸 入 す る 。 ２ ） 吸 入 用 ガ ス を 供 給 す る 装 置 が 必 要 で あ る な ど の 問 題 が あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ３ － １ ３ ０ ０ ６ ３ 号 広 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ９ ９ ４ ７ ８ 号 広 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ３ － １ ９ １ ９ ６ ６ 号 広 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ３ ６ ８ ９ 号 広 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ８ １ ６ ６ １ 号 広 報

【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ ５ １ ８ ２ ３ 号 広 報
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【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

従 来 の 鼻 孔 挿 入 管 を 直 接 鼻 孔 に 挿 入 し て 吸 息 ・ 呼 息 す る 方 法 は フ ィ ル タ の 容 量 が 小 さ い の

で 濾 過 機 能 が 不 十 分 で あ り 、 通 気 抵 抗 が 大 き く 息 苦 し か っ た 。 又 、 鼻 孔 周 辺 を 部 分 的 に カ

バ ー し て 空 気 や 酸 素 を 供 給 す る 方 法 は 、 シ ー ル 性 が 不 十 分 で あ っ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

一 方 、 マ ス ク に よ る 方 法 は 以 下 の 問 題 が あ っ た 。 １ ） マ ス ク 内 で 吸 気 と 呼 気 が 混 ざ り 合 う

の で 、 呼 気 内 の 湿 気 で マ ス ク が 湿 り 、 通 気 性 が 低 下 し 、 雑 菌 が 繁 殖 し 、 マ ス ク 内 が 臭 く な

り 不 快 感 が あ っ た 。 ２ ） マ ス ク 内 に 残 留 し て い る 呼 気 は 、 酸 素 量 が 少 な く 二 酸 化 炭 素 や 水

分 を 大 量 に 含 有 し て い る が 、 あ る 程 度 吸 気 せ ざ る を 得 な い た め 息 苦 し か っ た 。 ３ ） マ ス ク

が 顔 面 と 密 着 し て い る 面 積 が 広 い た め 、 有 効 濾 過 面 積 が 狭 く な り 濾 過 機 能 が 低 下 す る と と

も に 通 気 抵 抗 が 大 き く な り 息 苦 し か っ た 。 ４ ） 逆 止 弁 を 設 け た マ ス ク は 、 呼 気 が 一 旦 マ ス

ク 内 に 充 満 し た 後 に 排 出 さ れ る た め フ ィ ル タ が 湿 り 、 通 気 性 が 低 下 し 、 雑 菌 が 繁 殖 し た り

、 臭 い が 生 じ た り し て 不 快 感 を 解 消 で き な か っ た 。

【 ０ ０ １ ２ 】

本 発 明 は マ ス ク の 問 題 点 を 解 決 し 、 シ ー ル 性 に 優 れ 、 確 実 に ウ イ ル ス や 粉 塵 を 濾 過 し て 清

浄 空 気 の 常 時 吸 引 を 可 能 に し て 、 以 下 の 課 題 を 解 決 す る こ と で あ る 。 １ ） マ ス ク 内 に 吸 気

さ れ る 清 浄 空 気 と 鼻 か ら 排 出 さ れ る 呼 気 の 混 合 を 防 止 し 、 マ ス ク 内 で 清 浄 空 気 が 呼 気 で 汚

染 さ れ る の を 防 止 す る 。 ２ ） 呼 気 に よ る 湿 度 の 上 昇 を 防 止 し マ ス ク 内 の 臭 い や 不 快 感 を 解

消 す る 。 ３ ） マ ス ク の 湿 気 に よ る 目 詰 ま り や 雑 菌 の 繁 殖 を 低 減 し 、 マ ス ク を 安 全 に 使 用 で

き る 時 間 を 延 長 せ し め る 。 ４ ） マ ス ク と 顔 面 に 空 間 を 形 成 し 、 マ ス ク と 顔 面 の 接 触 面 積 を

小 さ く し 、 濾 過 機 能 と 通 気 性 を 向 上 せ し め る 。 ５ ） マ ス ク を 乾 燥 し た 状 態 に 保 持 す る こ と

に よ り 、 長 期 に わ た り 通 気 性 を 維 持 し 、 雑 菌 や 臭 い の 発 生 を 防 止 し 、 快 適 な 呼 吸 運 動 を 提

供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

第 １ の 解 決 手 段 は 特 許 請 求 項 １ に 示 す よ う に 、 吸 気 口 と 呼 気 口 と 鼻 孔 挿 入 管 を 備 え た 円 筒

形 の 鼻 孔 ヘ ッ ダ が マ ス ク で 被 覆 さ れ て お り 、 前 記 鼻 孔 ヘ ッ ダ で 前 記 マ ス ク と 顔 面 の 間 に 空

間 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 吸 気 口 は 呼 気 用 逆 止 弁 の 通 気 抵 抗 よ り も 大 き な 通 気 抵 抗 を 有 す

る 通 気 抵 抗 体 を 備 え て お り 、 前 記 通 気 抵 抗 体 は マ ス ク 素 材 か ら な り 、 前 記 吸 気 口 に 差 し 込

み 式 も し く は キ ャ ッ プ 式 に し て バ ン ド で 取 付 け ら れ て お り 、 前 記 呼 気 口 は 呼 気 管 が 取 付 け

ら れ 、 該 呼 気 管 は 前 記 マ ス ク に 設 け ら れ た 開 口 部 に 連 通 し て 、 前 記 呼 気 管 に は リ ン グ 固 定

具 が 取 付 け ら れ 、 該 リ ン グ 固 定 具 と 前 記 鼻 孔 ヘ ッ ダ で 前 記 マ ス ク が 鋏 ま れ て 固 定 さ れ て お

り 、 前 記 呼 気 管 は 前 記 呼 気 用 逆 止 弁 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 鼻 孔 マ ス ク で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

第 ２ の 解 決 手 段 は 特 許 請 求 項 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 鼻 孔 ヘ ッ ダ は 、 円 筒 形 で あ り 、 前 記 吸

気 口 と 前 記 呼 気 口 と 前 記 鼻 孔 挿 入 管 を 備 え 、 前 記 吸 気 口 は 呼 気 用 逆 止 弁 よ り も 通 気 抵 抗 の

大 き な 通 気 抵 抗 体 を 備 え て お り 、 前 記 通 気 抵 抗 体 は マ ス ク 素 材 か ら な り 、 前 記 吸 気 口 に 差

し 込 み 式 も し く は キ ャ ッ プ 式 に し て バ ン ド で 取 付 け ら れ て お り 、 前 記 呼 気 口 は 呼 気 管 を 備

え て お り 、 該 呼 気 管 に は 前 記 呼 気 用 逆 止 弁 が 取 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

記 載 の 鼻 孔 マ ス ク に 用 い ら れ る 鼻 孔 ヘ ッ ダ で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

第 １ の 解 決 手 段 に よ る 効 果 は 、 １ ） フ ィ ル タ が 呼 気 の 湿 気 で 湿 ら な い の で 、 通 気 性 が よ く

息 苦 し さ を 解 消 で き る 。 ２ ） 呼 気 に よ る 湿 度 の 上 昇 を 防 止 し マ ス ク 内 の 臭 い や 不 快 感 を 解

消 で き る 。 ３ ） マ ス ク の 湿 気 に よ る 目 詰 ま り や 雑 菌 の 繁 殖 を 低 減 し 、 マ ス ク を 安 全 に 使 用

で き る 時 間 を 延 長 で き る 。 ４ ） 吸 気 口 の 呼 気 用 逆 止 弁 と 呼 気 管 の 呼 気 逆 止 弁 も し く は マ ス

ク の マ ス ク 用 逆 止 弁 に よ り 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ の 呼 気 を 円 滑 に 排 出 で き る 。 ５ ） 鼻 孔 に 鼻 孔 挿 入

管 を 挿 入 し て い る の で シ ー ル 性 が よ く 、 マ ス ク 内 に 呼 気 が 入 り 込 ま な い 。 ６ ） 顔 面 に 湿 気
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を 含 ん だ マ ス ク 素 材 が 接 触 し な い の で 不 快 感 が な い 。 ７ ） 鼻 孔 ヘ ッ ダ と マ ス ク の 間 に 空 間

を 形 成 で き る の で 、 顔 面 と マ ス ク の 間 に 空 気 溜 ま り が 形 成 さ れ 呼 吸 が 楽 に な り 、 又 、 顔 面

と マ ス ク の 接 触 面 積 が 小 さ く な り 、 有 効 濾 過 面 積 が 拡 大 し 通 気 性 が 向 上 す る 。 ８ ） 鼻 孔 ヘ

ッ ダ が マ ス ク で 被 覆 さ れ て い る の で 外 見 の 違 和 感 を 解 消 で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

第 ２ の 解 決 手 段 に よ る 効 果 は 、 １ ） マ ス ク が 呼 気 の 湿 気 で 湿 ら な い の で 、 通 気 性 が よ く 息

苦 し さ を 解 消 で き る 。 ２ ） 呼 気 に よ る 湿 度 の 上 昇 を 防 止 し マ ス ク 内 の 臭 い や 不 快 感 を 解 消

で き る 。 ３ ） 鼻 孔 に 鼻 孔 挿 入 管 を 挿 入 し て い る の で シ ー ル 性 が よ く 、 マ ス ク 内 に 呼 気 が 入

り 込 ま な い 。 ４ ） 一 般 的 な マ ス ク に 開 口 部 を 設 け て 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ と 接 合 す る こ と に よ り 、

快 適 な 呼 吸 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 は 装 着 さ れ た 鼻 孔 マ ス ク を 断 面 し た 模 式 図 。

【 図 ２ 】 は 装 着 さ れ た 鼻 孔 マ ス ク を 部 分 断 面 し た 呼 気 用 逆 止 弁 を 備 え た 側 面 図 。

【 図 ３ 】 は 装 着 さ れ た 鼻 孔 マ ス ク を 部 分 断 面 し た 正 面 図 。

【 図 ４ 】 は 装 着 さ れ た 鼻 孔 マ ス ク を 部 分 断 面 し た マ ス ク 用 逆 止 弁 を 備 え た 側 面 図 。

【 図 ５ 】 は 吸 気 用 逆 止 弁 を 備 え た 鼻 孔 ヘ ッ ダ を 部 分 断 面 し た 正 面 図 。

【 図 ６ 】 は 差 し 込 み 式 通 気 抵 抗 体 を 備 え た 鼻 孔 ヘ ッ ダ を 部 分 断 面 し た 正 面 図 。

【 図 ７ 】 は キ ャ ッ プ 式 通 気 抵 抗 体 を 備 え た 鼻 孔 ヘ ッ ダ を 部 分 断 面 し た 正 面 図 。

【 図 ８ 】 は 開 口 部 を 設 け た マ ス ク の 正 面 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

本 発 明 の 実 施 形 態 を 請 求 項 １ ～ ２ 及 び 図 １ ～ ８ に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

第 １ の 解 決 手 段 は 特 許 請 求 項 １ に 示 す よ う に 、

吸 気 口 ２ ０ ａ と 呼 気 口 ２ ０ ｂ と 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ を 備 え た 円 筒 形 の 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ が マ ス ク

３ ０ で 被 覆 さ れ て お り 、 前 記 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ で 前 記 マ ス ク ３ ０ と 顔 面 の 間 に 空 間 が 形 成 さ

れ て お り 、 前 記 吸 気 口 ２ ０ ａ は 呼 気 用 逆 止 弁 ４ ０ の 通 気 抵 抗 よ り も 大 き な 通 気 抵 抗 を 有 す

る 通 気 抵 抗 体 ６ ０ を 備 え て お り 、 前 記 通 気 抵 抗 体 ６ ０ は マ ス ク ３ ０ 素 材 か ら な り 、 前 記 吸

気 口 ２ ０ ａ に 差 し 込 み 式 も し く は キ ャ ッ プ 式 に し て バ ン ド ６ １ で 取 付 け ら れ て お り 、 前 記

呼 気 口 ２ ０ ｂ は 呼 気 管 ２ ３ が 取 付 け ら れ 、 該 呼 気 管 ２ ３ は 前 記 マ ス ク ３ ０ に 設 け ら れ た 開

口 部 ３ ０ ａ に 連 通 し て 、 前 記 呼 気 管 ２ ３ に は リ ン グ 固 定 具 ２ ５ が 取 付 け ら れ 、 該 リ ン グ 固

定 具 ２ ５ と 前 記 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ で 前 記 マ ス ク ３ ０ が 鋏 ま れ て 固 定 さ れ て お り 、 前 記 呼 気 管

２ ３ は 前 記 呼 気 用 逆 止 弁 ４ ０ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 鼻 孔 マ ス ク ３ ０ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

図 １ は 、 マ ス ク ３ ０ と 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ を 着 用 し た 顔 面 を 断 面 し た 模 式 図 で あ る 。 鼻 孔 ヘ ッ

ダ の 外 殻 ２ １ に 設 け ら れ た 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ は 鼻 孔 に 挿 入 さ れ 、 マ ス ク ３ ０ で 清 浄 化 さ れ た

清 浄 空 気 は 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 外 殻 ２ １ の 二 つ の 吸 気 口 ２ ０ ａ か ら 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ を 通 し て

鼻 孔 に 流 入 す る 。 呼 気 は 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ を 通 し て 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ に 流 入 し 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２

０ の 外 殻 ２ １ に 設 け ら れ た 呼 気 口 ２ ０ ｂ か ら 呼 気 管 ２ ３ を 経 て 排 出 さ れ る 。 鼻 孔 挿 入 管 ２

２ は 吸 気 と 呼 気 の 共 通 の 通 路 で あ り 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ は 呼 気 と 吸 気 の 交 換 部 と な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

従 来 の マ ス ク ３ ０ で は 、 呼 息 運 動 に よ り 排 出 さ れ た 呼 気 は マ ス ク ３ ０ 内 に 充 満 し 、 マ ス ク

３ ０ 内 の 圧 力 が マ ス ク ３ ０ の 通 気 抵 抗 ま で 上 昇 し た 後 、 マ ス ク ３ ０ か ら 外 気 に 排 出 さ れ る

。 従 っ て 、 マ ス ク ３ ０ 内 で は 吸 気 （ 外 気 か ら の 清 浄 空 気 ） と 呼 気 （ 鼻 孔 か ら の 吐 出 空 気 ）

が 一 旦 混 ざ り 合 っ た 状 態 に な っ て い る 。 吸 息 運 動 で は 、 最 初 に マ ス ク ３ ０ 内 で 混 ざ り 合 っ

た 清 浄 空 気 と 呼 気 の 混 合 空 気 を 吸 気 し 、 マ ス ク ３ ０ 内 の 圧 力 が マ ス ク ３ ０ の 通 気 抵 抗 ま で

低 下 し た 後 、 外 気 か ら の 清 浄 空 気 が マ ス ク ３ ０ 内 に 浸 入 す る こ と に な る の で 、 呼 吸 効 率 が

悪 く 息 苦 し く な っ て い た 。 呼 気 が マ ス ク ３ ０ に 排 出 さ れ た 瞬 間 か ら マ ス ク ３ ０ の 劣 化 が 進

行 し て い た 。 又 、 マ ス ク ３ ０ と 顔 面 が 接 触 し て い る 部 分 は ほ と ん ど 濾 過 機 能 に 貢 献 し て い
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な い た め 通 気 抵 抗 が 大 き く な り 息 苦 し か っ た 。 本 発 明 で は 、 マ ス ク ３ ０ を 吸 気 機 能 に 特 化

す る こ と に よ り 、 呼 気 が マ ス ク ３ ０ 内 に 浸 入 し て 、 呼 気 に 含 有 さ れ る 水 分 や 二 酸 化 炭 素 や

臭 い に よ っ て 、 マ ス ク ３ ０ 内 が 汚 染 さ れ な い よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

図 １ に 示 す よ う に 、 顔 面 は マ ス ク ３ ０ の 外 周 部 ３ ０ ｂ で シ ー ル さ れ て い る 。 吸 息 運 動 に よ

り 外 気 か ら マ ス ク ３ ０ 表 面 全 体 を 通 し て 濾 過 さ れ た 清 浄 空 気 が マ ス ク ３ ０ 内 に 吸 引 さ れ る

。 吸 息 運 動 を 楽 に 行 な う に は 、 マ ス ク ３ ０ の 通 気 抵 抗 は 小 さ い 方 が よ い 。 そ の た め に は マ

ス ク ３ ０ と 顔 面 と の 接 触 面 積 を で き る だ け 少 な く し て 、 マ ス ク ３ ０ の 有 効 濾 過 面 積 を 広 く

し た 方 が よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

吸 息 運 動 で は 、 マ ス ク ３ ０ 内 に 吸 引 さ れ た 清 浄 空 気 は 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 吸 気 口 ２ ０ ａ か ら

鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ を 通 っ て 鼻 孔 に 吸 引 さ れ る 。 こ の と き 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ 内 は 負 圧 に な る の

で 、 吸 気 用 逆 止 弁 ５ ０ の フ ラ ッ プ ５ １ は 開 と な り 、 呼 気 用 逆 止 弁 ４ ０ の フ ラ ッ プ ４ １ は 閉

と な る 。 逆 に 呼 息 運 動 で は 、 鼻 孔 か ら 排 出 さ れ た 呼 気 は 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ を 通 っ て 鼻 孔 ヘ ッ

ダ ２ ０ 内 に 流 入 し 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ 内 は 正 圧 に な る の で 、 吸 気 用 逆 止 弁 ５ ０ の フ ラ ッ プ ５

１ は 閉 と な り 、 呼 気 用 逆 止 弁 ４ ０ の フ ラ ッ プ ４ １ は 開 と な り 、 呼 気 は 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ か ら

外 気 へ 排 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ は マ ス ク ３ ０ に 被 覆 さ れ て い る の で 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ に 吸 引 さ れ た 外 気 は

マ ス ク ３ ０ の 濾 過 機 能 で 清 浄 空 気 と な る 。 マ ス ク ３ ０ の 表 面 積 は 広 い の で 通 気 抵 抗 を 低 く

抑 え る こ と が で き 、 軽 い 吸 息 運 動 で 外 気 を マ ス ク ３ ０ 内 に 取 り 込 む こ と が で き る 。 鼻 孔 ヘ

ッ ダ ２ ０ で マ ス ク ３ ０ と 顔 面 に 空 間 を 形 成 し 、 顔 面 と マ ス ク ３ ０ の 接 触 面 積 を 小 さ く で き

る の で 、 マ ス ク ３ ０ の 有 効 濾 過 面 積 が 増 加 し 、 通 気 性 が 向 上 す る 。 従 来 の 鼻 孔 マ ス ク １ ０

は フ ィ ル タ の 濾 過 面 積 が 小 さ か っ た の で 濾 過 能 力 が 小 さ く 、 通 気 抵 抗 も 大 き か っ た の で 息

苦 し か っ た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 吸 気 と 呼 気 の 交 換 機 能 に よ り 、 マ ス ク ３ ０ 内 に 呼 気 が 入 り 込 む こ と が な

い の で 、 マ ス ク ３ ０ の 空 間 に 二 酸 化 炭 素 や 水 分 を 大 量 に 含 有 し た 呼 気 が 残 留 す る こ と が な

く 快 適 な 吸 息 運 動 が で き る 。 又 、 呼 気 の 水 分 で マ ス ク ３ ０ が 湿 る こ と が な い の で 、 雑 菌 や

臭 い の 発 生 を 防 止 で き る 。 湿 気 に よ っ て 促 進 さ れ る マ ス ク ３ ０ の 目 詰 ま り も 改 善 さ れ マ ス

ク ３ ０ の 通 気 性 に 対 す る 耐 久 時 間 を 延 長 で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

図 ２ は 鼻 孔 マ ス ク １ ０ を 着 用 し た 際 の 部 分 横 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 鼻 孔 マ ス ク １ ０ を 着 用

し た 際 の 部 分 断 面 正 面 図 で あ る 。 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 略 中 央 部 に は 呼 気 口 ２ ０ ｂ が 設 け ら れ

、 呼 気 口 ２ ０ ｂ に は 呼 気 管 ２ ３ が 取 付 け ら れ て い る 。 吸 気 口 ２ ０ ａ に は 吸 気 用 逆 止 弁 ５ ０

が 取 付 け ら れ て い る 。 呼 気 管 ２ ３ に は 呼 気 用 逆 止 弁 ４ ０ が 取 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

図 ２ に 示 す よ う に 、 マ ス ク ３ ０ に は 開 口 部 ３ ０ ａ が 設 け ら れ 、 呼 気 管 ２ ３ が 挿 入 さ れ て い

る 。 呼 気 管 ２ ３ に は リ ン グ 固 定 具 ２ ５ が 取 付 け ら れ て い る 。 リ ン グ 固 定 具 ２ ５ と 鼻 孔 ヘ ッ

ダ ２ ０ で マ ス ク ３ ０ を 鋏 む こ と に よ り 、 マ ス ク ３ ０ を 固 定 し て い る 。 マ ス ク ３ ０ は 紐 ３ １

で 耳 に 掛 け ら れ る の で 、 マ ス ク ３ ０ に よ っ て 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ を 補 助 的 に 支 持 す る こ と が で

き る 。 呼 気 管 ２ ３ を マ ス ク ３ ０ の 外 に 出 す こ と に よ り 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ 内 の 呼 気 を マ ス ク

３ ０ の 通 気 抵 抗 を 回 避 し て 直 接 マ ス ク ３ ０ の 外 に 排 出 で き る の で 呼 息 運 動 が 楽 に な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

図 ４ は 、 マ ス ク ３ ０ に マ ス ク 用 逆 止 弁 ７ ０ を 取 付 け た 例 を 示 し て い る 。 マ ス ク 用 逆 止 弁 ７

０ に 呼 気 管 ２ ３ を 連 結 し て い る 。 マ ス ク ３ ０ に は マ ス ク 用 逆 止 弁 ７ ０ を 取 付 け る た め の 保

持 枠 ７ ４ が 設 け ら れ て い る 。 保 持 枠 ７ ４ の 中 に シ ー ル リ ン グ ７ ２ が 取 付 け ら れ 、 シ ー ル リ

ン グ ７ ２ に フ ラ ッ パ ７ １ が 接 着 剤 ７ ３ で 取 付 け ら れ て い る 。 保 持 枠 ７ ４ と 呼 気 管 ２ ３ を 漏

れ の な い よ う に 接 続 す る 。 呼 息 運 動 に よ り 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ 内 は 正 圧 に な る の で 、 マ ス ク 用

逆 止 弁 ７ ０ の フ ラ ッ パ ７ １ が 押 し 開 か れ る こ と に よ り 呼 気 は 速 や か に 排 出 で き る 。 呼 気 管
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２ ３ と 保 持 枠 ７ ４ が 接 合 さ れ て い る の で 、 マ ス ク ３ ０ と 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ３ は 一 体 と な り 、 鼻

孔 ヘ ッ ダ ２ ３ は マ ス ク ３ ０ で 保 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

呼 気 管 ２ ３ と 接 続 し た マ ス ク 用 逆 止 弁 ７ ０ が マ ス ク ３ ０ の 外 に 突 き 出 て い る の で 呼 息 運 動

が 楽 で あ る 。 呼 気 が マ ス ク ３ ０ 内 に 充 満 す る こ と が な い の で 、 マ ス ク ３ ０ の 湿 り に よ る 不

快 感 が な く な る 。 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ を マ ス ク ３ ０ で 被 覆 す る こ と に よ り 外 見 の 違 和 感 を 解 消

で き る 。 又 、 咳 を し た 際 の 飛 沫 の 拡 散 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 材 質 は 、 軽 量 で 剛 性 が あ り 機 械 加 工 性 の 優 れ た 樹 脂 類 が 使 用 で き る 。 例

え ば 、 シ リ コ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ／ Ｏ

Ｐ Ｐ ） 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ ス チ レ ン （ Ｐ Ｓ ／ Ｏ Ｐ Ｓ ） 、 ア ク リ ル （ Ａ Ｃ ）

な ど で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

図 ２ に 示 す よ う に 、 鼻 孔 の 形 状 や 大 き さ は 個 人 差 が あ る の で 、 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ に 隙 間 調 整

用 の リ ン グ 状 の ス ペ ー サ ２ ４ を 装 着 し て も よ い 。 ス ペ ー サ ２ ４ は 布 、 樹 脂 、 ゴ ム な ど の 材

質 を 使 用 で き る 。 樹 脂 は シ リ コ ン 、 フ ッ 素 ゴ ム 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン な ど を 使 用 で き

る 。 中 で も 、 シ リ コ ン は 化 学 的 に 不 活 性 で 生 体 反 応 が な い の で 適 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

呼 気 用 逆 止 弁 ４ ０ は 、 呼 気 管 ２ ３ 内 に シ ー ル リ ン グ ４ ２ が 取 付 け ら れ て お り 、 シ ー ル リ ン

グ ４ ２ に は 可 撓 性 の あ る フ ラ ッ プ ４ １ が 接 着 剤 ４ ３ で 取 付 け ら れ て い る 。 シ ー ル リ ン グ ４

２ と フ ラ ッ プ ４ １ は ピ ン な ど で 取 付 け る 方 法 も あ り 、 フ ラ ッ プ ４ １ が 小 さ な 力 で 開 閉 で き

る 方 法 で あ れ ば 採 用 で き る 。 シ ー ル リ ン グ ４ ２ と フ ラ ッ プ ４ １ の 当 接 面 は 平 滑 に 仕 上 げ る

こ と に よ り 外 気 の 浸 入 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

フ ラ ッ プ ４ １ は 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ に 流 入 す る わ ず か な 呼 気 圧 で 開 に な る よ う に 、 薄 く て 可 撓

性 の あ る 材 料 で 形 成 す る 。 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ リ プ ロ

ピ レ ン （ Ｐ Ｐ ／ Ｏ Ｐ Ｐ ） 、 ポ リ イ ソ プ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） 、 ポ リ ス チ レ ン （

Ｐ Ｓ ／ Ｏ Ｐ Ｓ ） 、 ア ク リ ル （ Ａ Ｃ ） 、 天 然 ゴ ム 、 合 成 ゴ ム な ど を 使 用 で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

吸 気 用 逆 止 弁 ５ ０ は 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ か ら 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ に 流 入 し て く る 呼 気 が マ ス ク ３ ０

内 に 逆 流 す る の を 防 ぐ 役 割 を す る 。 又 、 吸 気 用 逆 止 弁 ５ ０ に よ っ て 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 内 圧

を 高 め て 、 呼 気 逆 止 弁 ４ ０ の 開 動 作 を 助 け 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 呼 気 を ス ム ー ズ に 排 出 で き

る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

図 ３ ， 図 ５ に 示 す よ う に 、 吸 気 用 逆 止 弁 ５ ０ は 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 中 に シ ー ル リ ン グ ５ ２ を

取 付 け 、 シ ー ル リ ン グ ５ ２ に フ ラ ッ プ ５ １ を 接 合 し て い る 。 接 合 方 法 は 接 着 剤 ５ ３ で も よ

い し 、 ピ ン な ど で 固 定 し て も よ い 。 フ ラ ッ プ ５ １ が 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 圧 力 変 動 に 対 応 し て

自 在 に 開 閉 運 動 で き る よ う に 固 定 す る の が よ い 。 シ ー ル リ ン グ ５ ２ と フ ラ ッ プ ５ １ が 密 着

す る こ と に よ り 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 呼 気 の マ ス ク ３ ０ 側 へ の 流 出 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

図 ６ は 吸 気 口 ２ ０ ａ に 通 気 抵 抗 体 ６ ０ を 取 付 け た 鼻 孔 ヘ ッ ダ を 示 し て い る 。 通 気 抵 抗 体 ６

０ は 呼 気 用 逆 止 弁 ５ ０ の 代 用 と し て 使 用 で き る 。 通 気 抵 抗 体 ６ ０ は 、 吸 息 運 動 の 際 は 清 浄

空 気 を 円 滑 に 吸 気 口 ２ ０ ａ か ら 吸 引 で き る こ と 、 反 対 に 呼 息 運 動 の 際 は 呼 気 を 円 滑 に 呼 気

口 ２ ０ ｂ か ら 排 出 で き る こ と が 重 要 で あ る 。 通 気 抵 抗 体 ６ ０ の 通 気 抵 抗 よ り も 呼 気 用 逆 止

弁 ４ ０ の 通 気 抵 抗 を 小 さ く す る こ と に よ り 、 呼 気 が マ ス ク ３ ０ 内 に 逆 流 す る の を 防 止 で き

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

通 気 抵 抗 体 ６ ０ は マ ス ク 素 材 を 使 用 で き る 。 例 え ば 、 綿 素 材 の ガ ー ゼ 、 フ ェ ル ト な ど を 使

用 で き る 。 又 、 ナ イ ロ ン 布 、 ウ レ タ ン ス ポ ン ジ な ど を 使 用 で き る 。 通 気 抵 抗 体 ６ ０ は 、 衛

生 面 か ら 簡 単 に 着 脱 で き て 取 り 替 え ら れ る よ う に す る 。 図 ６ の よ う に 、 フ ェ ル ト な ど の 立
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体 的 な 通 気 抵 抗 体 ６ ０ は 差 し 込 み 式 に し て 取 付 け る こ と が で き る 。 図 ７ の よ う に 、 ガ ー ゼ

、 フ ェ ル ト 、 ナ イ ロ ン 布 な ど の 通 気 抵 抗 体 ６ ０ は 、 キ ャ ッ プ 式 に し て バ ン ド ７ １ な ど で 固

定 し て 取 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

従 来 の カ ニ ュ ー ラ の 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ は 鼻 孔 と の シ ー ル 機 能 は な く 、 呼 気 は 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２

と 鼻 孔 の 隙 間 か ら 排 出 さ れ る 仕 組 み と な っ て い た 。 本 発 明 の 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ は ス ペ ー サ ２

４ な ど に よ っ て 鼻 孔 と の シ ー ル 性 を 高 め て い る の で 外 気 を 吸 引 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

第 ２ の 解 決 手 段 は 特 許 請 求 項 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ は 、 円 筒 形 で あ り 、 前

記 吸 気 口 ２ ０ ａ と 前 記 呼 気 口 ２ ０ ｂ と 前 記 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ を 備 え 、 前 記 吸 気 口 ２ ０ ａ は 呼

気 用 逆 止 弁 ４ ０ よ り も 通 気 抵 抗 の 大 き な 通 気 抵 抗 体 ６ ０ を 備 え て お り 、 前 記 通 気 抵 抗 体 ６

０ は マ ス ク ３ ０ 素 材 か ら な り 、 前 記 吸 気 口 ２ ０ ａ に 差 し 込 み 式 も し く は キ ャ ッ プ 式 に し て

バ ン ド ６ １ で 取 付 け ら れ て お り 、 前 記 呼 気 口 ２ ０ ｂ は 呼 気 管 ２ ３ を 備 え て お り 、 該 呼 気 管

２ ３ に は 前 記 呼 気 用 逆 止 弁 ４ ０ が 取 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 鼻 孔

マ ス ク １ ０ に 用 い ら れ る 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

図 ５ は 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ の 部 分 断 面 図 で 、 吸 気 口 ２ ０ ａ に 吸 気 用 逆 止 弁 ５ ０ を 取 付 け て い る

。 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ は 、 マ ス ク ３ ０ か ら 取 り 入 れ ら れ た 清 浄 空 気 を 吸 気 口 ２ ０ ａ か ら 取 り 込

ん で 、 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ か ら 鼻 孔 に 送 り 込 み 、 鼻 孔 か ら 排 出 さ れ た 呼 気 を 鼻 孔 挿 入 管 ２ ２ か

ら 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ に 送 り 込 み 、 呼 気 管 ２ ３ を 経 由 し て 外 気 に 排 出 す る 。 鼻 孔 ヘ ッ ダ ２ ０ は

、 マ ス ク ３ ０ 内 に 呼 気 が 浸 入 す る の を 阻 止 し 、 清 浄 空 気 と 混 在 す る こ と が な い よ う に し て

い る 。 マ ス ク ３ ０ 内 に 呼 気 が 浸 入 し な い の で 、 マ ス ク ３ ０ が 湿 る こ と が な く 、 雑 菌 や 臭 い

が 発 生 せ ず 快 適 な 呼 吸 が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ １ 】

１ ０ ： 鼻 孔 マ ス ク

２ ０ ： 鼻 孔 ヘ ッ ダ

２ ０ ａ ： 吸 気 口

２ ０ ｂ ： 呼 気 口

２ １ ： 外 殻

２ ２ ： 鼻 孔 挿 入 管

２ ３ ： 呼 気 管

２ ４ ： ス ペ ー サ

２ ５ ： リ ン グ 固 定 具

３ ０ ： マ ス ク

３ ０ ａ ： 開 口 部

３ ０ ｂ ： 外 周 部

３ １ ： 紐

４ ０ ： 呼 気 用 逆 止 弁

４ １ ： フ ラ ッ パ

４ ２ ： シ ー ル リ ン グ

４ ３ ： 接 着 剤

５ ０ ： 吸 気 用 逆 止 弁

５ １ ： フ ラ ッ パ

５ ２ ： シ ー ル リ ン グ

５ ３ ： 接 着 剤

６ ０ ： 通 気 抵 抗 体

６ １ ： バ ン ド

７ ０ ： マ ス ク 用 逆 止 弁

７ １ ： フ ラ ッ パ
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７ ２ ： シ ー ル リ ン グ

７ ３ ： 接 着 剤

７ ４ ： 固 定 枠

【 要 約 】

【 課 題 】 従 来 の マ ス ク の 課 題 は 以 下 で あ る 。 １ ） マ ス ク が 呼 気 の 水 分 で 湿 り 通 気 性 を 低 下

さ せ て い た 。 ２ ） マ ス ク 内 で 呼 気 と 清 浄 空 気 が 混 合 し 、 二 酸 化 炭 素 や 水 分 を 同 時 に 吸 引 し

息 苦 し か っ た 。 ３ ） 外 気 が 入 り 込 み 濾 過 性 能 が 低 下 し て い た 。 ４ ） マ ス ク が 呼 気 で 湿 る の

で 不 快 で あ り 、 雑 菌 が 繁 殖 し 不 潔 で あ っ た 。 ５ ） 呼 気 で マ ス ク 内 が 臭 く な り 不 快 感 が あ っ

た 。 ６ ） 鼻 孔 に 鼻 孔 管 を 挿 入 す る 方 法 は 、 フ ィ ル タ の 容 量 が 小 さ く 息 苦 し か っ た 。

【 解 決 手 段 】 本 発 明 は 、 鼻 孔 挿 入 管 を 備 え た 鼻 孔 ヘ ッ ダ を マ ス ク で 被 覆 し た 鼻 孔 マ ス ク で

あ り 、 鼻 孔 ヘ ッ ダ は 吸 気 口 と 呼 気 口 を 備 え て お り 、 吸 気 口 は 吸 気 用 逆 止 弁 を 備 え 、 呼 気 口

は 呼 気 用 逆 止 弁 を 備 え て い る 呼 吸 器 で あ り 、 １ ） マ ス ク 内 で 呼 気 と 清 浄 空 気 が 混 合 し な い

構 造 と し た 。 ２ ） マ ス ク の 通 気 性 を 向 上 さ せ て 息 苦 し さ を 解 消 し た 。 ３ ） 呼 気 に よ る マ ス

ク 内 の 臭 い や 湿 度 の 上 昇 を 防 止 し 不 快 感 を 解 消 し た 。

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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